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Rh式rfft液型と胎児。新塵児のHernolytic　Diseases　　第1表の如くであつた。

との関係についての発見以来，再度人正常抗体α，β　　　　本調沓は関診並自ら手がけた妊娠分娩を基礎として

と胎児新産児の同様な病的状態との関係が当然蒋目せ　　　居り，又現在した尿族構成員についての集計である

られ，Ph．　Levine①（1943）はこの点孕こ関する研究の　　　が，本例は何れも年令が比較的若い祠哲親のみであり・

結果を報告し，ABO式1血液型の妊娠に於ける意義を　　　従つて家族員は他出等の事故カミなく，金員を調査しえ

強調した。以来これらの点について種々の報告がなさ　　　たものである事を附記しておく。尚原因不明の流産等

れている。この間題はIlirschfeld炎饗（・》）（1919）の提　　　の異常は，白ら手がけた外は・充分の注意の下に問診

唱の生化単的民族示数の由来乃至はその時代による変　　で知りえたものである9勿論88家族という少数例で絶

化の有無等についても大きな意味を有すると共に，殊　　　対的爽現をする事はむつかしいので・著者の例に於い

に本邦の如くRho（一）型の少い民族に於いては臨床　　　ての実際の数のみを挙げてみよう。

上にも獄臆搬机ていると考えられる。　　　政母蝋液撒ついて⑯⑯
　ABO不適合に起因する胎児・新魔児の障碍につい　　　　母児不適合の妊娠をしない父母の組合せ（絶対適合

ては，本邦に於ける儲のみでも，｝漸③古畑④等　型）は，5爆族見られ・時剛・児i齢・時に母児不適

々⑤m⑩多数にのぼり，この事を確認している。又最　　合の妊娠をする可能性のある父母の組合せ（部分適合

近0．Pierre　et　a1⑭（1960）もこの点を強調してい　　型）30家族，毎常母児不適の妊娠をする可能性のみの

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　父母組合せ（絶対不適合型）は4家族であつた。

　又J．A．　H．　Waterhouse＆L．　Hogben⑫（1949）　　　　2・児数について

は集団遺伝軸醐からABO不適合の児の鰍の閲　鮒適鱗1父騨於・・ては・騙5児，最低1児・
題を論じ，松永（英）⑬（1953），伊藤（進造）⑭（1956）　　児数計t29り己・1家族平均2・39児であつた。部分適合

も本邦人についてこの蜴からの見角弔を示しW・ter一　型鯛では・最1師児議岬児・児数計66・1L－，塚

house　et　alの指摘を確認している。　　　　　　　　　族平均2・20児であつた・絶対不適合型父母では・3児

　併しこの論点に否定的な考えを述べている報告も敵　　　1象族，1児3家族・児数計6児・平均1・50児であつ

見する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。
　著者はこれらの議論の資料の一部にもと思い，身近　　　次いで流産の家族を一括表示すれば第2表の如くで

かで種々調脊可能であつた診療家族についてrfll液型を　　　あつた。

調査したので蝕に報告するものである。　　　　　　　　　母0型父A型の部分適合型の1家族では，母児適合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型である0型1児，同不適含型であるA型1児は健在

　　　　　　調査成績並説明　　　　　　　　　　　　　し，2回の流産なしている。母A型父A型の絶対適脅

　調査しえた塚族は88家族，その児数計201名，であ　　型の］家族では，母児適合のA型1児は健在し，3回

つたが，そのABO式∫OL液型の関係を一括表示すれば　　　流魔している，燈B型父A型の部分適合型の］蒙族で
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は愚児不適合のB型1児は健在し，i厘1の流産をして

いる。

　　　　　むすび

　診療家族家族についてABO式inL液型を検し父母，

児の血液型的関連に関する調奮資料の一部を提示し，

多少の解説を加えた。
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